
日本地学教育学会 2022 年度 第 1 回 常務委員会 議事録 
 
日 時：2022 年 9 月 16 日（金）18 時 00 分〜20 時 25 分 
場 所：Zoom による Web 会議 
出席者：川村教一，伊藤 孝，藤岡達也，松本一郎，伊藤信成，上栗伸一，小森次郎， 

澤口 隆，菅原久誠，高橋 修，内記昭彦，中林俊明，西浦慎悟，林 慶一，平田豊誠， 

廣木義久，宮下 治，宮脇亮介，吉本直弘，米澤正弘（計 20 名） 
 

議 題： 
１．前回（2021 年度第 6 回）議事録の確認 
 
２．2022 年度常務委員会の開催形態について（吉本） 
 基本的には Zoom による Web 会議とし，必要に応じて対面と Zoom によるハイブリッド

会議を開催することとする． 
 
３．地学教育編集委員会編集委員の追加について（上栗） 
 地学教育編集委員会の上栗伸一委員長より，編集委員として田口瑞穂会員（秋田大学），

戸倉則正会員（元愛知教育大学），亀田直記会員（京都教育大学）の追加について提案され，

承認された． 
 
４．『地学教育』の発行と編集について（吉本・上栗） 
 『地学教育』の発行に関する業務負担の軽減について，常務委員会の吉本直弘委員長なら

びに地学教育編集委員会の上栗伸一委員長より提案があった．提案の趣旨は，持続可能な編

集委員会の体制作りおよび持続可能な『地学教育』の発行である．具体的には，投稿システ

ムの導入，論文の超過ページ料金の請求に関する業務の整理，会員名簿の更新，論文のペー

ジ数を意識した編集，超過ページ料金の規定の見直し，などについて検討を進め，業務負担

の軽減を目指す． 
 超過ページ料金の請求の遅れに伴って，同料金の支払いが完了していない論文について

は，著者に支払いを丁寧にお願いすることとする． 
 『地学教育』の「IX GeoSciEd2022 島根大会」特集の企画を，松本一郎副会長を代表と

して進めることになった． 
 
５．J-STAGE について（吉本） 
 議題の審議の緊急性や議事進行の都合を考慮して，本議題は第 2 回常務委員会で審議す

ることとした． 
 



６．支部活動について（伊藤孝） 
 支部企画イベント助成の申請について，会員への案内，助成に関する申し合わせ，申請書

の内容を審議した．申し合わせのうち，イベントの概要の報告先について，「地学教育学会

NL および『みんなの地学』紙上」から「可能な範囲で地学教育学会および NL『みんなの

地学』紙上」へと修正した．その他は原案通り承認された． 
 
７．CSERS 担当の交代について（伊藤孝） 
 教科「理科」関連学会協議会（CSERS）について，各学会から委員を 3 名選出している．

昨年度の本学会選出委員は，伊藤 孝副会長，小森次郎常務委員，渡来めぐみ常務委員であ

った．今年度の本学会選出委員を，高橋 修常務委員，小森次郎常務委員，渡来めぐみ常務

委員とするとの提案について承認された． 
 
８．日本地球惑星科学連合 2023 年大会について（川村） 
 日本地球惑星科学連合事務局から本学会に依頼された日本地球惑星科学連合 2023 年大

会学協会プログラム委員の選出について，現状では地学教育に関するセッションの不足は

認められず，本学会による学協会セッション提案の必要はなしと判断し，従来通り委員の選

出を見送ることとした． 
 
９．大会におけるジュニアセッション優秀賞および若手優秀発表賞の制度化について（吉本） 
 議題の審議の緊急性や議事進行の都合を考慮して，本議題は第 2 回常務委員会で審議す

ることとした． 
 
10．滋賀大会の準備状況について（藤岡） 
 会議時間の不足により，本議題は第 2 回常務委員会で審議することとした． 
 
11．入会者・退会者（中林） 
 入会者は正会員 6 名および学生会員 2 名，物故者は正会員 1 名，退会者は講読有料会員

が 2機関であった． 
 退会処分予定者 18 名については，会費納入の催促メールを送ることとした． 
 ＊正会員 413，購読有料会員 24，購読無料会員 23，学生 7，在外 0，シニア会員 72，名

誉 3：合計 542. 
 
12．その他 
 川村教一会長より，国内巡検（熊本）について提案された．詳細についてはメール会議で

審議を行う． 
 



報 告： 
１．IX GeoSciEd2022 島根大会の終了について（松本一・澤口） 
 松本一郎副会長より大会が無事終了したこと，ならびに参加者数について報告があった．

詳細については後日報告の予定である． 
 
２．各種委員会報告 
 １）地学教育編集委員会（上栗） 
 第 74巻第 3号・第 4号合併号は 2022 年 9 月 20 日に発行予定，第 75巻第 1号は特集

「災害多発時代の地学教育」の 4 編を含む 5 編について初校待ち，第 75巻第 2号は原稿を

とりまとめ中で 9 月下旬に出稿予定である． 
 
 ２）みんなの地学編集委員会（廣木） 
 『みんなの地学』第 3 号の無料配布分 400 冊について，配布先を廣木義久委員長に連絡

すれば，発送手続きを開始する．第 4号の特集のテーマは「高校地学」とする．原稿の執筆

依頼をするとともに，会員からの原稿の投稿を募る．それにあたって，『みんなの地学』の

投稿規程および編集細則を修正する． 
 
 ３）広報委員会（宮下） 
 2022 年 8 月 9 日および 8 月 10 日に開催された全国中学校理科教育研究会三重大会に本

学会のパンフレットを送付し，参加者に配布していただいた．2022 年 11 月 10 日および 11
月 11 日に開催される全国小学校理科研究協議会研究会香川大会に本学会のパンフレットを

送付し，参加者に配布する予定である． 
 
４．その他 

 第 2 回常務委員会は 2022 年 11 月 21 日に開催する． 


